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『流人道中記』 上・下  浅田次郎 

切腹を拒み、蝦夷へ流罪となった旗本・青木玄蕃。押送人に選ばれた十九歳の見習い 

与力・石川乙次郎とともに奥州街道を北へ進む。口も態度も悪いろくでなしの玄蕃だが、 

道中で行き会う抜き差しならぬ事情を抱えた人々は、その優しさに満ちた機転に 

救われてゆく。この男、一体何者なのか。そして、男が犯した本当の罪とは？ 

 

 

『告解』  薬丸岳 

飲酒運転中にひき逃げ死亡事故を起こしてしまった大学生の翔太。自分の未来、 

恋人の笑顔、失うものの大きさに罪から目をそらす翔太に下される実刑判決。 

一方、認知症を患う被害者の夫は、ある思いを秘めて翔太の出所を待つ 

贖罪の在り方に向き合ってきた作者がたどりついた《加害者の視点》 

 

 

『スワン』  呉勝浩 

巨大ショッピングモール「スワン」で起きた無差別銃撃事件。悲劇の渦中で犯人と 

接しながら、高校生のいずみは生き延びた。しかし次に誰を殺すかは、 

いずみの指名によって犯行が行われたという事実が週刊誌で暴露される。 

そんななか、彼女のもとに一通の招待状が届く。集まったのは事件に巻き込まれ、 

生き残った五人の関係者。目的は事件の中のひとつの「死」の真相を明らかにすること。 

彼らが抱える秘密とは？そして隠された真実とは…。 

 

 

『アーモンド』  ソン・ウォンピョン 

扁桃体（アーモンド）が人より小さく”感情がわからない″ユンジェ。目の前で祖母と母が 

通り魔に襲われた時も、ただ黙って見つめているだけだった。そんな時現れたゴニ。 

激しい感情を持つその少年との出会いは、ユンジェの人生を大きく変えていく…。 
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